
文書館図書館美術館内容

実際の各館利用者からの声を聴取し、県民にとって利用しやすい施設を目指す

整備構想の検討が進められていることを周知し、機運醸成を図る
目的

令和６(2024)年7月25日（木）～8月7日（水）実施日

各館での紙面アンケート／Webアンケート（アンケート項目は同一）実施方法

「文化と知」の創造拠点について

「文化と知」の創造拠点の認知度

想定来館方法

拠点に求めること（拠点全体）

拠点に求めること（新たな各館部分）

主なアンケート項目

合計456人

回答者数

５０人15２人２５４人

報告事項について

各館利用者アンケートの実施について

1

資料１



報告事項について

2

アンケート結果①

文書館図書館美術館内容

拠点の認知度

想定来館方法

※複数回答可

30%

61%

9%

知っている

知らない

無回答

240

152

76 58

自家用車（人） 公共交通機関（人） 自転車（人） 徒歩（人）

8
バイク（人）

52.6%※

33.3% ※

16.7% ※

12.7% ※

1.8% ※

※n=456として算出



報告事項について
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アンケート結果②

文書館図書館美術館内容

拠点に求めること

（拠点全体）

※複数回答可

拠点に求めること

（新たな各館部分）

※複数回答可

269

148

132

123

117

84

81

10

気軽に訪れやすい環境

充実したアメニティサービス

3館以外の多様なイベントの開催

幅広い層の来訪者が楽しめる機能

駐車場の充実

栃木県の魅力発信

講座・ワークショップ等のイベント開催

利用者間の交流

170

66

65

58

38

魅力ある展示

多数の展示

県民の作品を展示
できるスペース

93

48

37

16

15

図書等の数・種類の充実

学習スペースの充実

閲覧スペースの充実

館内展示の充実

31

24

11

多様な史料の展示・企画

文書に関する相談など
専門的なサービス

その他：県民以外にもアピールできる美術館
利用者と学芸員等との交流

その他：気軽に利用できるデジタル検索機能
その他：明るく、開放感のある建物

バリアフリー環境の整備

その他：休憩スペースとしての利用、敷地内の緑化、SNSへの注力、交通の利便性

【単位：人】

講演会等の美術に
関する多様な企画

音声ガイド等の充実
した鑑賞サービス

レファレンスサービス
の充実

閲覧スペース・研究機能
の充実


